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歳 入
26,926,634

自

主
財
源

9,331,189（
3
4
.7
%
）

依

存
財
源

17
,59

5,
44
5（
6
5
.3
%
）

市　税

6,061,472

（22.5%）

分担金及び負担金
345,880（1.3%）

使用料及び手数料
268,466（1.0%）

財産収入 34,593（0.1%）
寄附金 7,484（0.0%）

繰入金 115,656（0.5%）

繰越金
655,518（2.4%）

諸収入

1,842,120

（6.9%）

地方交付税
8,393,506（31.2%）

地方譲与税 246,071（0.9%）

利子割交付金 23,929（0.1%）

配当割交付金 7,266（0.0%）

株式等譲渡所得割交付金 3,742（0.0%）

地方消費税交付金
547,394（2.0%）

ゴルフ場利用税交付金 2,145（0.0%）

自動車取得税交付金 60,024（0.2%）

地方特例交付金 81,061（0.3%）

交通安全対策特別交付金
7,897（0.0%）

国庫支出金

3,668,455

（13.6%）

県支出金

2,219,875

（8.3%）

市　債

2,334,080

（8.7%）

特集：倉吉市の財政状況

平成２２年度 決算の概況

一般会計
　

平
成
22
年
度
の
予
算
は
、
地
域

の
景
気
回
復
と
市
民
生
活
の
安
定

化
を
図
る
た
め
、
国
お
よ
び
鳥
取

県
の
政
策
に
呼
応
し
、
将
来
の
本

市
経
済
や
地
域
雇
用
の
確
保
と
創

出
を
見
据
え
た
産
業
振
興
を
行
う

こ
と
を
目
標
と
し
た「
生
活
支
援

型
の
予
算
」と
し
て
い
ま
し
た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
グ
ラ
フ

に
示
す
と
お
り
歳
入
総
額
２
６
９

億
２
，
６
６
３
万
円
、
歳
出
総
額

２
６
０
億
７
，５
６
７
万
円
で
あ
り
、

歳
入
歳
出
差
引
は
８
億
５
，０
９
６

万
円
、ま
た
翌
年
度
繰
越
額
は
８
億

７
，
１
３
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
決
算
し
た
主
な
普
通
建
設
事
業
】

▼ 

企
業
誘
致
事
業

２
億
４
，５
３
７
万
円

▼
地
方
道
路
交
付
金
事
業

２
億
８
７
４
万
円

▼ 

倉
吉
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
整
備

事
業

４
億
８
，８
６
７
万
円

▼
交
通
結
節
点
改
善
事
業

５
億
１
，４
３
８
万
円

▼
地
域
住
宅
交
付
金
事
業

３
億
４
，２
４
５
万
円

▼ 

上
小
鴨
小
学
校
屋
内
運
動
場
改

築
事
業

１
億
７
，３
５
２
万
円

な
ど
で
す
。

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくするためにさまざまな形で使

われています。これらがどれくらい納められ、どのように使われているのかを知っていただくために、

決算と予算の執行状況をお知らせします。

■
用
語
解
説（
歳
入
編
）

歳　

入
：

一
年
間
の
す
べ
て
の
収
入

市　

税

：

市
に
納
め
ら
れ
た
税
金

分
担
金
・
負
担
金

：

特
定
の
利
益
を

受
け
た
人
か
ら
の
徴
収
金

使
用
料
・
手
数
料

：

市
の
施
設
の
使

用
料
や
住
民
票
な
ど
の
交
付
手
数
料

財
産
収
入

：

市
の
財
産
を
貸
付
・
売

却
し
て
得
た
収
入

寄
附
金

：

寄
附
を
受
け
た
現
金
収
入

繰
入
金

：

基
金
の
取
り
崩
し
、
お
よ

び
他
会
計
か
ら
の
繰
入
金

繰
越
金

：

前
年
度
か
ら
当
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
た
も
の

諸
収
入

：

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど

に
定
め
ら
れ
た
項
目
以
外
の
収
入
。

大
部
分
が
市
が
行
う
各
種
貸
付
の
回

収
金

地
方
交
付
税

：

す
べ
て
の
地
方
団
体

が
一
定
の
行
政
水
準
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
国
税
と
し
て
国
が
徴
収
し
、

一
定
の
合
理
的
な
基
準
に
よ
っ
て
再

配
分
す
る
も
の

譲
与
税
・
交
付
金

：

国
が
集
め
た
自

動
車
重
量
税
、
県
が
集
め
た
地
方
消

費
税
な
ど
か
ら
配
分
さ
れ
る
も
の

国
庫
支
出
金

：

国
か
ら
地
方
自
治
体

に
交
付
さ
れ
る
収
入

県
支
出
金

：

県
か
ら
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る
収
入

市　

債

：

道
路
や
公
園
な
ど
、
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
の
整
備

や
、
公
共
施
設
の
建
設
の
た
め
の
借

入
金

 % ：全体に対する割合

（単位：千円）



（9）平成 23.12

　　　　　　　　　　　　　　入湯税の充当区分

（単位：千円）

項 目 決算額 充当額

環境衛生施設の整備 5,662 0

消防施設などの整備 15,039 0

観光振興 47,258 2,363 

合計 67,959 2,363 
（うち入湯税の充当事業）

観光ＰＲ業務委託料 2,824 768 

関金温泉まつり開催費補助金 1,000 1,000 

とっとり梨の花温泉郷広域観
光協議会負担金

752 500

御幸行列保存会補助金 50 50

観光案内板敷地借上料 45 45 

＊ 入湯税は、環境衛生施設、鉱泉源の保護管理施設お
よび消防施設そのほか消防活動に必要な施設の整備
並びに観光の振興に要する費用に充てるため、鉱泉
浴場における入湯に対し、入湯客に課する税金です。

歳 出 
26,075,672

議会費

衛生費

労働費

農林水産業費

災害復旧費 公債費

諸支出金

199,742

1,821,430

10,965
959,246

5,184
3,369,665

40

（0.8%）

総務費

2,894,059

（11.1%）

民生費

8,443,889

（32.4%）

（7.0%）

（0.0%）（3.7%）

商工費

1,689,941

（6.5%）

土木費

3,532,678

（13.5%）

消防費698,607（2.7%）

教育費

2,450,226

（9.4%）

（0.0%）
（12.9%）

（0.0%）

予備費 0（0.0%）

民生費

8,443,889

（32.4%）

■
用
語
解
説（
歳
出
編
）

議
会
費

：

市
議
会（
定
例
会
、
臨
時

会
な
ど
）の
開
催
／
議
員
報
酬
な
ど

総
務
費

：

交
通
安
全
対
策
／
広
報
紙

発
行
／
財
産
整
備
管
理
／
倉
吉
未
来

中
心
運
営
委
託
な
ど

民
生
費

：

子
育
て
支
援
施
策
／
障
が

い
者
支
援
サ
ー
ビ
ス
／
保
育
園
の
運
営

／
医
療
費
の
助
成
／
生
活
扶
助
費
の
支

給
／
子
ど
も
手
当
の
支
給
な
ど

衛
生
費

：

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
負
担
金（
し
尿
処
理
・
ゴ
ミ
処
理
）

／
各
種
検
診
の
実
施
／
環
境
対
策
事

業
な
ど

農
林
水
産
業
費

：

農
業
・
畜
産
業
・

林
業
の
振
興
／
農
業
用
水
路
お
よ
び

農
道
管
理
／
土
地
改
良
事
業
な
ど

商
工
費

：

商
工
業
の
振
興
／
中
小

企
業
の
金
融
／
企
業
立
地
／
観
光
行

事
・
観
光
宣
伝
な
ど

土
木
費

：

市
道
整
備
／
市
営
住
宅
の

管
理
な
ど

消
防
費

：

鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域

連
合
負
担
金（
消
防
）／
消
防
団
の
運

営
／
自
主
防
災
組
織
育
成
な
ど

教
育
費

：

小
中
学
校
の
運
営
／
図
書

館（
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
）・
博
物
館
の

運
営
／
生
涯
学
習
の
推
進
／
各
種
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど

災
害
復
旧
費

：

自
然
災
害
な
ど
に
よ

る
道
路
や
河
川
な
ど
の
被
害
の
復
旧

な
ど

公
債
費

：

市
債（
借
入
金
）の
元
利
償
還

諸
支
出
金

：

り
災
者
見
舞
金

問財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）

市民税

46,293円

固定資産税

59,835円

入湯税 46円

国民健康保険料

75,550円
※被保険者の場合

軽自動車税 2,522円
市町村たばこ税 5,701円
都市計画税 4,983円

１１９，３８０円（国民健康保険被保険者は、１９４，９３０円）

市民一人当たりの負担額
 ＊  平成２３年３月３１日現在、人口５０，６９７人（国保被保
険者数 １４，１３３人）で計算

（単位：千円）

項 目 決 算 額

支　出

街路費 521,583 

下水道費 383,644 

公債費 2,128,576 

合計 3,033,803 

収　入

特定財源 1,861,979 

都市計画税Ａ 250,867 

一般財源などＢ 920,957 

合計 3,033,803 

充当割合 Ａ／（Ａ＋Ｂ）×１００ 21.4％
＊ 都市計画税は、都市計画事業または土地区画整理事業
に必要な費用に充てるため、都市計画区域のうち、用途
地域内に所在する土地および家屋に課す税金です。
＊ 街路費として、倉吉駅の南北を結ぶ市道倉吉駅南北線
の整備に充てています。

都市計画税の充当割合



2011.12（10）

国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
総
額
は
５
５
億
２
，５
２
４

万
円
、
歳
出
総
額
は
５
５
億
２
，

１
６
２
万
円
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
差

引
は
３
６
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
保
険
料
及
び
保
険

税
１
０
億
５
，
０
８
０
万
円
、
国
庫

支
出
金
１
５
億
９
，
１
２
４
万

円
、
一
般
会
計
繰
入
金
４
億
４
，

２
２
６
万
円
、
歳
出
で
は
、
保
険

給
付
費
３
６
億
６
，
５
６
１
万
円
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
５
億
９
，

５
２
９
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

介
護
保
険
事
業

　

歳
入
総
額
は
４
５
億
３
，０
６
３

万
円
、
歳
出
総
額
は
４
５
億
５
０
９

万
円
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
差
引
は

２
，５
５
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
介
護
保
険
料
７
億

１
，
０
４
５
万
円
、
国
庫
支
出
金

１
１
億
６
，０
４
５
万
円
、県
支
出
金

６
億
６
，
２
９
２
万
円
、
支
払
基
金

交
付
金
１
３
億
８
４
９
万
円
、一
般

会
計
繰
入
金
６
億
６
４
７
万
円
、歳

出
で
は
、
保
険
給
付
費
４
３
億
４
，

３
７
７
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

上
井
羽
合
線
沿
道

土
地
区
画
整
理
事
業

　

歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も

１
億
３
，
６
９
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
で
は
、
一
般
会
計
繰
入

金
１
億
３
，
０
９
９
万
円
、
市
債

６
０
０
万
円
、
歳
出
で
は
、
事
業

費
７
２
０
万
円
、
公
債
費
１
億
２
，

９
７
９
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業

　

歳
入
総
額
は
３
２
億
２
，３
４
７

万
円
、
歳
出
総
額
は
３
２
億
２
，

２
２
５
万
円
で
あ
り
、
歳
入
歳
出

差
引
は
１
２
２
万
円
、
ま
た
翌
年

度
繰
越
額
は
２
，
２
５
９
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
事
業
費
負
担
金
３
，

４
８
５
万
円
、
使
用
料
及
び
手
数

料
８
億
７
，５
１
２
万
円
、
国
庫
支

出
金
１
億
５
，１
４
７
万
円
、
一
般

会
計
繰
入
金
１
０
億
４
，７
８
９
万

円
、
市
債
９
億
３
，
２
０
０
万
円
、

歳
出
で
は
、
管か
ん
き
ょ渠

築
造
等
の
建
設

費
４
億
１
，５
７
６
万
円
、
流
域
下

水
道
維
持
管
理
負
担
金
４
億
２
，

８
０
５
万
円
、
公
債
費
２
０
億
４
，

８
２
９
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

集
落
排
水
事
業

　

歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も

６
億
８
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
事
業
費
分
担
金

９
０
万
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料

１
億
６
１
万
円
、
一
般
会
計
繰
入

金
２
億
８
，
２
２
３
万
円
、
市
債

１
億
７
，
２
７
０
万
円
、
歳
出
で

は
、
公
債
費
４
億
５
，５
１
７
万
円

が
主
な
も
の
で
す
。

◎ 

そ
の
ほ
か
の
特
別
会
計
も
、
順

調
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

（単位：千円）

会　計　名 予 算 額 収 入 済 額 支 出 済 額

国民健康保険事業 5,603,313 5,525,236 5,521,618 

介護保険事業 4,585,462 4,530,630 4,505,091 

老人保健事業 24,623 23,716 23,716 

後期高齢者医療事業 510,656 510,272 507,925 

簡易水道事業 228,320 222,233 222,233 

温泉配湯事業 9,625 9,424 9,254 

住宅資金貸付事業 79,476 77,659 37,510 

高齢者・障害者住宅
整備資金貸付事業

2,399 2,389 2,389 

土地取得事業 36,000 0 0

上井羽合線沿道
土地区画整理事業

152,265 136,989 136,989 

下水道事業 3,311,794 3,223,471 3,222,245 

駐車場事業 24,134 23,227 23,019 

集落排水事業 618,697 608,701 608,701 

国民宿舎事業 80,592 80,521 80,521 

高城財産区 21,713 3,311 3,184 

小鴨財産区 5,495 1,822 786 

北谷財産区 158 158 0

上北条財産区 26,624 26,675 3,486 

特別会計

＜水道事業＞企業会計

予算額 決算額 予算額 決算額

収益的収入 902,188 925,197 資本的収入 365,591 363,881

収益的支出 876,218 845,097 資本的支出 638,770 631,074

（単位：千円）

平成２２年度決算の概況

特集：倉吉市の財政状況

〜
裁
量
性
の
高
い
予
算
を
目
指
し
て
〜

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
を
更
新

　

借
入
金
の
度
合
い
を
示
す
指
標
の

こ
と
を｢

実
質
公
債
費
比
率｣

と
い

い
、
こ
の
数
値
が
小
さ
い
自
治
体
ほ

ど
、「
予
算
に
裁
量
性
が
あ
る
」と
い

え
ま
す
。
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％

を
上
回
る
自
治
体
は
、
県
の
許
可
を

得
て
起
債
を
行
う
許
可
団
体
と
な

り
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
倉
吉
市
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、
県
内
で
５
番
目
に
高

い
19
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
は
健
全
化
の
指
標

で
あ
る
18
％
を
下
回
る
と
予
測
し
て

い
ま
す
。

公債費負担適正化計画
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一般会計予算執行状況（４月～９月）

特別会計予算執行状況（４月～９月）

（単位：千円）

会    計    名 予算額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 5,661,666 2,009,339 2,382,855 
介護保険事業 4,745,011 1,809,188 1,914,300 
老人保健事業 19,345 2,429 2,549 
後期高齢者医療事業 522,102 186,159 180,670 
簡易水道事業 238,351 36,804 82,162 
温泉配湯事業 9,627 4,945 3,337 
住宅資金貸付事業 79,130 49,580 19,010 
高齢者・障害者住宅
整備資金貸付事業

1,354 471 673 

土地取得事業 36,000 0 0 
上井羽合線沿道
土地区画整理事業

151,237 0 70,742 

下水道事業 3,157,891 370,176 1,376,460 
　　〃　　（繰越） 22,586 6,986 12,700 
駐車場事業 17,034 3,571 8,246 
集落排水事業 621,740 41,140 283,961 
国民宿舎事業 76,755 10,208 37,968 
高城財産区 17,414 1,525 1,860 
小鴨財産区 4,731 1,036 20 
北谷財産区 158 158 0 
上北条財産区 23,474 23,295 0 

歳入４４．４％、

歳出３４．２％を執行

平
成
２３
年
度

上
半
期
予
算
執
行
概
況

　

一
般
会
計

　

平
成
23
年
度
の
予
算
は
、
第
11

次
倉
吉
市
総
合
計
画「〝
く
ら
し
よ

し
〞
ふ
る
さ
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
４
つ

の
柱
で
あ
る
、

基
本
目
標
１　

い
き
い
き
と
働
く

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り（
産
業
）

基
本
目
標
２　

い
つ
ま
で
も
健
や

か
に
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く
り（
福

祉
・
健
康
・
人
権
）

基
本
目
標
３　

活
力
に
満
ち
、
豊

か
な
心
と
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
づ

く
り（
教
育･

文
化･

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）

基
本
目
標
４　

安
全
・
安
心
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り（
生

活
基
盤
・
環
境
・
防
災
）

に
基
づ
き
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
事

業
の
見
直
し
な
ど
、
行
財
政
改
革

の
一
層
の
推
進
を
図
り
つ
つ
、
４

基
本
目
標
の
施
策
を
重
点
的
・
優

先
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
別
会
計

　

い
ず
れ
の
特
別
会
計
も
、
事
業

の
効
率
化
と
合
わ
せ
て
、
収
支
の

均
衡
を
考
慮
し
な
が
ら
執
行
し
て

い
ま
す
。

0 50 100（％）

（単位：千円）

＜歳入＞

0 50 100（％）

＜歳出＞

問財政課（あ２２―８１６３／い２２―１０８７）
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関連イベント

谷
口
ジ
ロ
ー

遥
か
な
町
へ

原
画
展

　

鳥
取
県
出
身
の
漫
画
家
・
谷
口
ジ
ロ
ー
氏
は
卓
越
し
た
描
写
力
で
多
彩
な
作
品
を
手
が

け
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
国
際
漫
画
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
倉
吉
が
舞
台
と
な
る『
遥
か
な
町
へ
』は
、
私
た
ち
倉
吉
市
民
に
と
っ
て「
変
わ
ら

な
い
風
景
」が
表
現
さ
れ
、
現
存
す
る
風
景
と
ぴ
た
り
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
貴
重
な
原
画
を
展
示
し
ま
す
。『
遥
か
な
町
へ
』を
中
心
に
、
谷
口
氏
の
幅

広
い
創
作
活
動
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
ま
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
る
漫
画
家 

谷
口
ジ
ロ
ー
が
描
く
倉
吉
の
魅
力
！

画
業
40
周
年
／
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
受
章
記
念

午前９時～午後５時（入館時間：午後４時３０分）

『遥かな町へ』Ｃ谷口ジロー／小学館

▲谷口ジロー氏

▼

【休館日】１２月：１９日Т・２６日Т・２９日Х～３１日Ч
１月：１日С～３日У・１０日У

倉吉博物館 入館無料

市立図書館
 ＜谷口ジローコーナー＞
　『遥かな町へ』をはじめ、『凍土の旅人』

など多数の作品を準備しました。

【期　間】

１２月１日（木）～平成２４年１月１７日（火）

【開館時間】午前９時～午後６時

問市立図書館（あ４７―１１８３／い４７―１１８０）

問観光交流課（あ２２―８１５８／い２２―８２３０）

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月12 28日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）

～有料広告募集中～

【大きさ】

１号：縦5㎝×横18㎝

２号：縦5㎝×横 9㎝

３号：縦5㎝×横 6㎝

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回
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《平成２４年「倉吉市成人式」においでください》
成人式は誰でも参加できます。みんなで新成人をお祝いしましょう。

問生涯学習課（あ２２―８１６７／い２２―１６３８）

ＭＡＬＴＡ

　平成３年４月２日から平成４年４月１日までに生まれた人を対象に「倉

吉市成人式」を開催します。

　現在、倉吉市に住民登録をしていない人は、電話でお知らせください。

申し込みを受け付け後、案内通知を郵送します。また、多くの人の中での

出席に不安のある場合などは、事前にご相談ください。

議
会
運
営
委
員
・
各
常
任
委
員
な
ど
を
選
出
／
平
成
23
年
度
補
正
予
算
な
ど
を
審
議

　

平
成
23
年
10
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
臨
時
会
が
、
10
月
26
日（
水
）に
開
催
さ
れ
、
議
会
運
営
委
員
、

各
常
任
委
員
な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、

12
月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局（
あ
２
２
―

８
１
４
５
／
い
２
２
―

８
１
４
６
）

■
報　

告
■

【 

報
告
受
理　

１
件 

】

● 

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
に

つ
い
て（
損
害
賠
償
額
の
決
定
）

■
議　

案
■

【 

原
案
可
決　

１
件 

】

● 

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

【 

同　

意　

２
件 

】

● 

倉
吉
市
名
誉
市
民
の
決
定
に
つ
い
て

● 

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

■
選　

挙
■

【 

指
名
推
選 

２
件 

】

● 
鳥
取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
議

会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

● 

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

■
議
会
発
議
■

【 

議
長
指
名 

３
件 

】

● 

倉
吉
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

● 

倉
吉
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て　

● 

倉
吉
市
公
民
館
の
管
理
運
営
状
況

調
査
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

【鳥取中部ふるさと広域連合議会議員】（７人）

大田 進、坂井 徹、高田 周儀、谷本 修一、

段塚 廣文、福井 康夫、福谷 直美

【鳥取県後期高齢者医療広域連合議会議員】（１人）

谷本 修一

【議会運営委員会】（６人）

委員長：大田 進

副委員長：大津 昌克

委　員： 伊藤 正三、段塚 廣文、鳥飼 幹男、

福谷 直美

【常任委員会】

▼総務経済常任委員会 ( ７人 )

委員長：渡
わた

邉
なべ

法子

副委員長：佐々木 敬敏

委　員： 大田 進、高田 周儀、段塚 廣文、中野 隆、    

福谷 直美

▼建設企画常任委員会 ( ６人 )

委員長：坂井 徹

副委員長：丸田 克孝

委　員： 福井 康夫、谷本 修一、杉山 慶次、

山口 博敬

▼教育福祉常任委員会 ( ７人 )

委員長：鳥飼 幹男

副委員長：枠島 和江

委　員： 朝日 等治、伊藤 正三、大津 昌克、

金光 隆、由田 隆

【特別委員会】

▼倉吉市公民館の管理運営状況調査特別委員会（７人）

委員長：佐々木 敬敏

副委員長：由田 隆

委　員： 大田 進、大津 昌克、高田 周儀、

段塚 廣文、中野 隆

市議会報告 

１０月臨時会

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

■
戸
籍
の
届
出

　

戸
籍
に
関
す
る
届
出（
死
亡
、
出
生
、
結

婚
、
離
婚
な
ど
の
届
出
）
は
、
休
み
期
間
中

で
も
、
宿
直
室（
市
役
所
東
側
）
お
よ
び
関

金
支
所
宿
直
室
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
役
所
宿
直
室（
あ
２
２
―

８
１
１
１
）
／

関
金
支
所
宿
直
室（
あ
４
５
―

２
１
１
１
）

■
ご
み
の
収
集

　

ご
み
の
収
集
は
、
１
月
１
日（
日
）
か
ら

３
日（
火
）
ま
で
休
み
ま
す
。
前
夜
の
ご
み

出
し
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ほ
う
き
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持

ち
込
む
場
合
、
年
内
は
12
月
31
日（
土
）午
前

11
時
30
分
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。
年
明
け

は
、
１
月
４
日（
水
）か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

し
尿
く
み
取
り
は
、
年
末
年
始
を
控
え

集
中
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
便
槽
を
確
認

し
、
収
集
予
定
日
の
く
み
取
り
を
お
願
い

し
ま
す（
く
み
取
り
の
際
は
、
し
尿
処
理

券
を
事
前
に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
）。

問
環
境
課
（
あ
２
２
―

８
１
６
８
／
い
２
２
―

８
１
３
６
）

《年末年始の業務について》
市役所の年末・年始の休みは１２月２９日（木）～１月３日（火）です。

問各所にお願いします。

施設名
１２月 平成２４年１月

問い合わせ先２７２８２９３０３１ １ ２ ３ ４ ５
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

倉吉市役所（本庁舎・関金支所） 休 休 休 休 休 休 あ２２―８１１１

エキパル倉吉
（観光案内所） 休 休 休

あ２４―５３７０
（行政サービスコーナー） 休 休 休 休 休 休

倉吉博物館・歴史民俗資料館 休 休 休 休 休 休 あ２２―４４０９

【鳥取中部ふるさと広域連合】

摩留山斎場 休 あ２２―３５０９
※１月１日Сは、火葬の連絡には対応

【倉吉パークスクエア】

倉吉未来中心 休 休 休 休 休 あ２３―５３９０
※１月３日Уは、「倉吉市成人式」のための臨時開館

男女共同参画センター「よりん彩」 休 休 休 休 休 休
鳥取二十世紀梨記念館「なしっこ館」 休 休 休 休 休 休 あ２３―１１７４

市営温水プール 休 休 あ４７―１１８６
※ １２月３１日Ч、１月３日Уは、１０：００～１８：００

食彩館

カレーショップてけてけ 不定休 あ２２―６５００
ゆめや 年中無休 あ２４―００５０

みどりショップ 休 休 休 休 休 休 休 休 休 ―
※１月９日Тまで休み

ｓｏｒａ 不定休 あ２２―０７３３

うどん屋ひろ 不定休 あ０９０―３１７５―
６９６０

ＪＡ鳥取中央直売店フルテリア 休 休 休 休 休 あ２３―２６０２
お好み焼ほてい 不定休 あ２３―０１７４
気まぐれ屋 休 休 あ２４―００８０
お食事処めし屋 休 あ２３―５０７０

倉吉交流プラザ（市立図書館） 休 休 休 休 休 あ４７―１１８３

【指定管理施設など】

伯耆しあわせの郷 休 休 休 休 休 休 あ２６―５５８１
※１２月２８日Фは、１７：３０まで

せきがね湯命館 あ４５―２０００
※１月４日Ф以降、２１：００（２０：３０受付）まで

せきがね簡易宿泊施設「湯楽里」 年中無休 あ４５―６４００

道の駅「犬挟」 休 あ４５―１３１３
※１月２日Тは、８：００～１６：００

体育施設・関金総合運動公園 休 休 休 休 休 休 あ２２―５６７４
グリーンスコーレせきがね 休 あ４５―２２１１
勤労青少年ホームリフレプラザ倉吉 休 休 休 休 休 休 あ２３―４８９６

【白壁土蔵群・赤瓦周辺】

赤瓦一号館 年中無休
あ２３―６６６６
（赤瓦一号館）

※１２月３１日Ч、１月１日Сは、一部営業時間変更あり

赤瓦二号館（はこた人形工房） 未定 休 休 休 休 休 未定

赤瓦三号館（創作工房 中野竹藝
げい

） あ２３―７５００
※１月１日Сは、１３：００～１７：００

赤瓦五号館（久楽） 休 あ２３―１１３０
※１月２日Т、３日У、４日Фは、一部営業時間変更あり

赤瓦六号館（桑田醤
しょう

油醸造場） 休 休 休 あ２２―２０４３
※１２月３１日Чは、９：００～１２：００

赤瓦七号館（元帥酒造） 休 あ２２―５０２０

赤瓦八号館
（お菓子の館寅蔵） 年中無休 あ２３―１８２５

※１２月３１日Ч、１月１日Сは、一部営業時間変更あり
（打吹庵） 休 あ２３―７０７０

赤瓦十号館
（キッチンカフェ 天女のいずみ） 休 休 休 休 休 休 休

あ２２―１２００
（倉吉観光案内所） 休 休

赤瓦十一号館（陶芸館） 休 休 休 あ０９０―１３３０―
６２８５

赤瓦十二号館（久和） 休 休 あ３６―６３３６

赤瓦十三号館（白壁倶楽部） 休 休 あ２４―５７５３
※１２月３１日Ч、１月２日Т、３日Уは、一部営業時間変更あり

赤瓦十五号館（赤瓦だいにんぐ佐々木） 休 休 休 休 あ２４―５３８８

倉吉ふるさと工芸館 休 休 休 休 休 あ２３―２２５５
※内容は、変更することがあります。

ＪＲ西日本米子支社からのお知らせ：１２月３０日（金）～１月３日（火）の間、曜日にかかわらず、
米子支社管内はすべて「土休日ダイヤ」で運転します。平日ダイヤとは列車の運転時刻などが異
なりますので、ご利用の際は注意してください。 問ＪＲ西日本米子支社（あ０８５９―３２―８０５７）
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水
道
の
給
水
申
込
・
使
用

中
止
・
名
義
変
更
の
届
出

　

水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
と
き

や
中
止
す
る
と
き
に
は
、
水
道
局

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
が
な

い
場
合
は
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
話
で
の
受
け
付
け
は
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
印
鑑
を
持
っ
て
水

道
局
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

①
給
水
申
込

　

水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
と
き

は
、
使
用
を
予
定
し
て
い
る
日
の

前
日
ま
で
に「
給
水
申
込
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
使
用
中
止

　

水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

は
、
使
用
を
中
止
す
る
日
の
前
日

ま
で
に「
使
用
中
止
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ
た
り
、

届
出
が
な
い
場
合
は
、
使
用
し
て

い
な
い
期
間
で
も
基
本
料
金
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

③
名
義
変
更

　

水
道
の
使
用
者
名
義
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
、
納
付
書
の
送
付
先

が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、
な
る

べ
く
早
く
変
更
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

《水道管にも冬の支度を》
気温が－３℃以下になると、水道管が凍結し破裂することがあります。

問水道局（あ２６―１０３１／い２６―３２４２）

 

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ

に
は

　

水
道
管
の
露
出
し
て
い
る
部
分

を
、
保
温
材
な
ど
で
保
護
し
て
く

だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、
取
り
付

け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま
す
。

　

太
陽
熱
温
水
器
は
使
用
の
時
期

が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
水
抜
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
を
開
い

て
、
凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
や

布
巾
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
掛
け
て
ゆ
っ
く
り
溶
か

し
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
掛

け
る
と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

 

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　

水
道
管
の
凍
結
破
損
の
多
く
は

パ
イ
プ
部
分
で
す
。
応
急
措
置
と

し
て
は
、
止
水
栓
を
止
め
て
、
破

損
し
た
パ
イ
プ
部
分
を
の
こ
ぎ
り

な
ど
で
切
断
し
、
木
の
栓
な
ど
を

打
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

止
水
栓
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
屋
内
の
ほ
か
の

蛇
口
を
開
い
て
水
圧
を
下
げ
て
か

ら
、
木
の
栓
を
打
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

雪
が
降
り
始
め
る
ま
で
に
、
止

水
栓
の
位
置
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
雪
が
積
も
っ
て
も
止

水
栓
の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
、

表
示
板
を
立
て
て
お
く
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

　

長
期
間
、
留
守
に
す
る
場
合
は
、

止
水
栓
を
止
め
て
お
く
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

 

水
道
の
屋
内
修
理

　

水
道
局
で
は
屋
内
の
水
道
管
修

理
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
、
修

理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い（
左
の

表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

年
末
年
始
の
水
道
の
届
出
は

12
月
28
日（
水
）ま
で
に

　

水
道
局
は
12
月
29
日
（
木
）
か
ら

１
月
３
日
（
火
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
中
に
、
水
道
を
新

た
に
使
用
す
る
と
き
や
、
使
用
を

中
止
す
る
と
き
に
は
、
12
月
28
日

（
水
）
ま
で
に
水
道
局
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

夜
間
、
土･

日
、
祝
日
は
、
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

市内の上水道指定給水装置工事事業者
※ 年末・年始の休み期間中、休業する業者もあります。確認して、
申し込んでください。

業　者　名 　 住　　所 電 話  ＦＡＸ

長谷川商店 清谷町2丁目80 27‐6000 27‐6001

中海工業 福庭町1丁目55 26‐4431 26‐4414

中電工　倉吉営業所 八屋145-2 26‐0311 26‐2774

トンボプロパンガス 和田東町196-1 22‐8281 22‐1822

大平管工 下余戸155-11 26‐0829 26‐4262

早田設備 和田東町115-1 22‐7571 22‐0273

伯耆浄水 古川沢163 26‐3344 26‐8899

倉吉管機工業 福庭町1丁目573 26‐5316 26‐7602

ベクト総業 井手畑158 26‐0739 26‐0749

空研 広栄町931-2 22‐1777 22‐8024

高橋設備工業所 八屋209-2 26‐3281 26‐7015

新宮設備 中江227-6 26‐0758 26‐5607

日総工業倉吉支店 中江306-10 48‐1315 36‐3521

スミ管機設備 住吉町1-3 22‐0978 22‐0978

森田設備 巌城1150-18 22‐8044 22‐8044

ユアー設備計画 和田505-3 23‐3699 23‐3979

あきやま総業 富海877 28‐1844 28‐1844

クラエー 宮川町2丁目48-1　 27‐0210 27‐0212

吉村興産 巌城690-1 23‐0800 22‐4824

ソケット 旭田町32 24‐0277 24‐0278

東伯建設 三江168　　 28‐1656 28‐5213

大和設備倉吉 和田東町190 23‐2211 23‐2215

日ノ丸産業倉吉支店 海田東町401 26‐6811 26‐6816

社工業 西福守町717　　 28‐2302 28‐2302

美咲 西福守町601-２　　 48‐2900 48‐2901

天野水道 関金町大鳥居91-11 45‐2881 45‐2881

ウォーターワークス 大河内369-2 28‐5409 28‐5409

トラスト 八幡町3304-5 23‐5077 23‐3900

河野設備 大立57 28‐5363 28‐5363

水谷工業 円谷町76-3 22‐0711 22‐0710

アキ設備 上神1054-2 22‐6960 22‐6960

サントウ 円谷町38-1 22‐4081 22‐4014

はごろも環境 宮川町169-1 27‐0194 27‐0195

河本建設 秋喜485-１ 28‐3452 28‐3465

ベクトサービス 河北町57 26‐7819 26‐7829

タカハシ管工 福守町339-1 C-101 28‐5485 －

ヨネダ設備商会 昭和町1丁目243 22‐3535 27‐2525

ヤマグチショウカイ 不入岡27-2 22‐8907 22‐8907
※ 市外の上水道指定給水装置工事事業者については、水道局へお問い
合わせください。


